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１．概要（Summary） 

実用的で低コストなCNT成膜法を実現するため、我々

は粒子ブラスト(SB）法による触媒担持層の簡易成膜法

[1]と低コストで操作が簡単な密封型の加熱炉を用いた

CVD法を組み合わせて金属表面にCNTを成長させる技

術の開発に取り組んできた。本研究では、低コストな密封

型CVD炉によりアルコールを原料として金属表面にCNT

を成長させる方法を開発するため、CNT成膜温度が、基

板に成長するCNTの微細構造に与える影響を評価した。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

顕微レーザーラマン分光装置(RAMAN) 

 

【実験方法】 

寸法15 mm×15 mm×1 mmのTi基板表面に、アルミ

ナ粒子をブラストして触媒担持層（Al2O3）を成膜し、成膜

温度700、800、900℃でそれぞれ成膜したCNTに関して、

励起波長532 nmの条件でラマン分光分析を行った 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

Fig. 1に成膜温度700、800、900℃でそれぞれ成膜し

たCNTに関して励起波長532 nmの条件で行ったラマン

分光分析の結果を示す。成膜した全てのCNTにG-band

とD-bandのピークが検出され、G/D比は700℃で1.16、

800℃で1.34、900℃で1.30と算出した。したがって、成

膜温度が高い方が欠陥の少ないCNTが生成したと考え

られる。この原因は、反応温度の上昇により熱分解される

アルコールが増え、そのアルコールが多くの欠陥構造を

分解することにより欠陥が少なくなったためと考えられる。 

 

 

 

 

Fig. 1. Raman spectra of CNTs synthesized at the 

deposition temperatures of 700℃, 800℃, and 900℃, 

respectively. 
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